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ルール地?
????????????????? ????
「キリスト教鉱夫組
合」（2）
全　　国 ルール地?
31658
32616
40000
「ポーランド人職業
組合」（2）
全国・鉱夫
（40962）
（47962）
（48000）
22243
38387
46995
50903
60047
ルール鉱
夫
　4616
（l1600）
（25000）
（35863）
（39256）
（40842）
17772
26309
30164
30334
28936
ヒルシユニ．
ドウンカー
鉱夫組合①
　（全国）
82
?????????????????????????????
註　「ポーランド人職業組合」は一般組合として発足しており，そのなかに鉱夫部会
　を設けたのは1909年である。したがって，それ以前の組合員数（1903年を除く）は
　鉱夫以外のポーランド人労働者を含んでいる。その数字はカッコの中に入れて示し
　た。
　出典，（1）Johann　Fritsch，　Eindringen　ntnd　Ausbreitung　des　Revisionismus
　　　　　im　deutschen　Bergarbeierverband　（bis　1914），　Leipzig　1967，　Lq．．109
　　　　　und工ll．
　　　　（2）　ibid．，　S．109．　；　C．　KleBmann，　，，Klassensolidalittit　und　nationales
　　　　　Bewusstsein“，　S，　164．
　　erbewegung，　Jg．　IO．　Heft　2．（Juni　1974），　S．　159．
　　　　　　　　　　　　　　　　　一83一
　186
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）人労働者すべてであり，まったくの一般組合であった。1902年の結成後，ポ
ーランド人のルール地方定着を背景とした組合員数の増大や，他地方のポー
ランド人労働組合の吸収合併によって，数的にも地域的にも発展した結果，
1909年置組合内に三つの部会（鉱夫，手工業者，製錬所・工場労働者）を，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　（30）さらに191！年，新たに二つの部会（建設労働者，給仕）を設けた。
　「旧組合」　「キリスト教鉱夫組合」　「ポーランド人職業組合」のほかに，
「ヒルシュ・ドゥンカー鉱夫組合」（Gewerkverein　der　Bergarbeiter（Hirsch
＝＝　Duncker））が存在していfcが，数的な弱小さのため，独自的意味はなかっ
た。各組合の発展を示すため，組合員数を示す第5表を掲げておこう。
c．　資本家
α．「ストライキ保険運盟」の結成
　1889ストライキは，ルール炭鉱資本家にとって，大さな衝撃であった。そ
して「ルール鉱業協会」は，　「ストライキ保険連盟」の結成と「共通就業規
則」とによって，ストライキ後の労働問題に対処しようと．した。
　「ルール鉱業協会」理事会は，1889年ll月，「ストライキ保険連盟」（Aus－
stand－Versicherungs－Verband）の結成を提案した。　この提案は大多数の資
本家によって支持され，翌90年2月，ルール地方の採炭高の93．9パーセント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）を占める100炭鉱の参加をもって活動を開始した。
　「ストライキ保険連盟」は，次のような仕組で運営された。加盟炭鉱は，
（29）大野英二「ドイツ資本主義論』　（未来社，1965年）は，”Polnische　Berufsve－
　reinigung“を「ポーランド人職業別組合」と訳しているが，まったくの一般組合
　を「職業別組合」と呼ぶことは不適当である。　「ポーランド人職業組合」と訳すべ
　　きである。
（30）　S．　Wachowiak，　oP．　cit．，　S．　78．
（31）Ernst　JUngst，　Festschrift　2Uf’Feieir　des動π∫9ガ8ブ励7ガ9θηβestehens　des
　Vereins　fdir　die　bergbattlichen　fnteresseva　i7n　Oberbergamtsbe2irk　Dort－
　mund　in　Essen　／858－1908，　Essen　1908，　S．　151．
一　84　一．
　　　　　　　　　　　　　　ルール炭鉱業における労資関係の展開（工）　18ワ
定められた保険料を支払う’。そして，（1）炭鉱従業員のY3i／上がストライキに
入り，（2）ストライキの規模が加盟炭鉱総数の3割以下にとどまり，（3）「保険
連盟」が，労働者の要求を拒否する当該炭鉱の態度を正当だと認知した時，
当該炭鉱は，出炭高がユトン減少することに1．6マルクの補償をうける。当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ該炭鉱がストライキに譲歩した場合，補償はうけられない。
　「ストライキ保険連盟」設立の意図は，明白である。それは，ストライキ
の粉砕である。スドライキ保険の考えそれ自体は，すでに1872年にベルリン．
建設業の資本家のあいだに見られた。しかし，それは実現されなかった。近
代的保険原理にもとつくストライキ保険は，ルール炭鉱業の「ストライキ保
　　　　　　　　　　　　（33）険連盟」をもって噛矢となす。1889年ストライキの画期性に照応して，ルー
ル炭鉱資本家は，資本家としての先進性を示したと言えよう。
　なおここで，　ドイツにおける独占形成のメルクマ〒ルとして有名な「ライ
ン・ヴェストファーレン石炭シンジケート」　（1893年結成）の労資関係にお
ける意義について付言しておこう。　・「シンジケート」そのものは販売カルテ
ルであり，労働問題と直接的な関連はない。しかし，　「シンジケート」と消
費者との契約は，ストライキの場合「シンジケート」の納入義務は免徐され
るという条項を含んでいた。炭鉱と消費者とのこうした契約は，1889年スト
ライキ後に広くおこなわれるようになっていた。　「シンジケート」は，それ
　　　　　　　　　　　　　　　　（34）を一般的に承認させる役割をはたした。こうした条項は，ストライキの場合
における資本家の立場を強化するものであった。すなわち，ストライキ粉砕
という目的にとって，　「ライン・ヴェストファーレン石炭シンジケート」は
「ストライキ保険連盟」を補完するものであったる
（32）　H．　G．　Kirchhoff，　oP．　cit．，　S．　IJ6．
（33）　Georg　Hermann，　Die　Streileversicherztng　in　Deutschland　und　Franfereich，
　M．　Gladbach　1910，　S．　ll－2．
（34）　Wiihelm　Goetzke，　Das　rheinisch－westftilische　Kohlensyndifeat　ztnd　seine
　zvirtschaプtliche　Bedeutung，　Essen　lgO5，　S．134．
　　　　　　　　　　　　　　一85一
　188
　　　β．「共通就業規則」の制定
　「ルール鉱業協会」理事会は，1890年4月5日，「共通就業規則」（Normal・
Arbeitsordnung）の制定を決定した。「協会」の公式発表によれば，その目
的は，次の三つであった。第一に，個別炭鉱ごとに異なった多くの就業規則
を廃止し，統一的就業規則に置きかえ，もってルール鉱夫を同一の権利のも
とに置く，第二に，1850年代から60年代に制定された就業規則の硬直したり古
くなったりした条項を廃止する，第三に，「1891年改正帝国営業法」の就業規
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35）則に関する規定に適応させる，以上である。「共通就業規則」は，「1892年改
正プロイセン鉱業法」の就業規則に関する規定にもとづいて改訂されたのち，
　　　　　　　　　　（36）多くの炭鉱に導入された。
　たしかに，すでに1860年，　「ルール鉱業協会」は就業規則の模範草案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（37）（Musterentwurf）を作成し発表したことがあった。しかしそれは，1890年
の「共通就業規則」とその意義を基本的に異にしている。1860年目模範草案
は，　「監督原貝1」」から解放されて初めて就業規則制定権を手に入れた資本家
に対する，いわば見本にすぎなかった。それ故に，その後のルール炭鉱には
多くの異なった就業規則が存在し，さらには，就業規則のない炭鉱さえあっ
たのである。それは，当然のことであった。なぜならば，ヘル・イム・ハゥ
ゼ的労資関係のもとで，個別資本家が就業油圧1」を自由に改廃する権利を有し
　　　　い
ていたからである。
　「共通就業規則」は，賃銀を除く労働条件を統一的に規定しようとするも
（3s）　Die　Entwicleelung”des　IViederrheinisch－PVestfdlischen　Steinleohlen．
　Bergbaues　in　der　zweiten　Hd　lfte　des　19．ノahrhunderts，　Herausgegeben
　vom　Verein　ftir　die　bergbaulichen　lnteressen　im　Oberbergamtsbezirk　Dort－
　mund　in　Gemeinschaft　mit　der　Weftftilischen　Berggewerkschaftskasse　und
　dem　Rheinisch一　Westftilischen　Kohlensyndikat，．　Bd．　12，　Berlin　1904，　S．　so．
　（以下，Entwichelungと略記して引用）
（36）　この改訂された「共通就業規則」は，L．　Pieper，　Die　L　age　der　Bergarbeiter．
　に掲載されている。
（37）　Entwickelung，　Bd．　12，　S．　49．
一86一
　　　　　　　　　　　　　　　ルール炭鉱業における労資関係の展開（1）189，
のであり，その限りにおいて，炭鉱間の労働条件の相違に起因する紛争を除
　　　　　　　　　　（38）去する目的を有していた。また，それは，労働者に対する資本家の団結を示
すものでもあった。しかし同時に，それは，ヘル・イム・ハウゼ的観点の微
妙な修正をも意味していた。もともと，ヘル・イム・ハウゼ的観点によれば，
個別資本家が労働に対する専制権を有すはずであった。　しかるに，いまや，
就業規則を制定するのは，個別資本家ではなく資本家団体なのである。その
点において，1889年ストライキの衝撃のもとに，ヘル・イム・ハウゼ的観点
は，微妙に修正されねばならなかったのである。
　以上において，1889年ストライキが国家・労働者・資本家に与えた直接的
影響の内容が確定された。次に，それらをふまえた上で，1889年ストライキ
後の労資関係を検討しよう。　（未完）
（38）　Vgl．　Gerhard　Kessler，　Die　deutschen　Arbeitgeber＝＝Verbdnde，　Schriften
　des　Vereins　fUr　Sozialpolitik，　Bd．124，　Leipzig　l907，　S．183．ただし，　G．
　Kesslerは，誤まって，ルール炭鉱業における「共通就業規則」制定を，1905年と
　記している。
　　　　　　　　　　　　　　　一87一
